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研究内容： 

研究目的 

癌治療法の一種である光線力学療法における副作用を軽減するために，この療法で臨床的に使用されている 8-

methoxypsoralen(8-MOP)の低い水溶性と癌細胞選択性を向上させることを目的とする．これまでの研究では，8-MOP

の水溶性と癌細胞選択性の向上のために，8-MOP への糖質の導入を検討し，糖質として D-グルコースか D-ガラクト

ースをそれぞれ包含した 2 種類の新規光増感剤を合成してきた．また，目的とする水溶性の向上を確認するための評

価試験や，薬剤の治療効率を評価するための一重項酸素発生能の評価試験など，新規光増感剤の性能評価を行っ

た．このことより，糖質包含型 8-MOP 誘導体は，従来の光増感剤である 8-MOP より水溶性が高く，一重項酸素発生

能が弱いことが明らかとなった． 

最近の研究 

「糖質包含型8-MOPならびにフタロシアニン誘導体の生物学的な性能評価(細胞毒性と細胞内取り込み量の評価)」 

これまで行うことが出来なかった，新規光増感剤の生物学的な性能評価を行った．生物学的な評価としては，試料

の細胞毒性と細胞内の取り込み量を評価する試験を実施した．細胞毒性の評価は試料の治療効率を評価するため

に，細胞内取り込み量の評価は目的としている癌細胞選択性を評価するために行った． 

細胞毒性評価による成果（医学部生命科学科との共同研究結果） 

グルコース包含型 8-MOP 誘導体は，DLD-1 細胞株において 8-MOP と同様の細胞毒性を示すことを明らかとした 

細胞毒性の評価は，次の操作によって行った．まず，細胞を，光増感剤を含む培地中で，通常酸素もしくは低酸素

条件下で一定期間培養した．次に，生理食塩水による洗浄と培地交換によって細胞外の光増感剤を取り除いた．そし

て，光増感剤が活性化する 365 nm の光を照射し，一定期間培養した後，アラマーブルーもしくはクリスタルバイオレット

によって細胞生存率を評価した．この操作を，14 細胞株(マウス線維肉腫細胞由来の QRsP-11 細胞，ヒト膵管癌由

来の PANC-1 細胞株，ヒト結腸癌由来の Colo320 細胞株，ヒト結腸直腸腺癌由来の WiDr 細胞株，ヒト直腸腺癌

由来の DLD-1 細胞株，ヒト線維肉腫細胞由来の HT1080 細胞株，ヒト肉腫由来の Saos2 細胞株，ヒトスキルス胃

癌由来の OCUM-2M 細胞株，ヒト子宮頸部類上皮癌由来の HeLa229 細胞株，ヒト胎児腎細胞由来の HEK293 

細胞株，ラット小腸上皮由来の IEC-6 細胞株，マウス胎児線維芽細胞由来の BALB/3T3 細胞株，マウス線維芽

細胞の NIH/3T3-3-4 細胞株，マウス黒色腫由来の B16/BL6 細胞株)によって行った． 

この結果，DLD-1 細胞株では 97・M の 8-MOP を含む倍地とグルコース包含型 8-MOP 誘導体を含む培地中で

低酸素条件下で培養した群で，細胞生存率の減少が確認された(P<0.01)．この細胞生存率の減少を示した両光増感

剤による減少の量を比較したところ，有意な差を示さなかった(P>0.05)．よって，DLD-1 細胞株においては，グルコー

ス包含型 8-MOP 誘導体は，8-MOP と同等の毒性を示すことが明らかとなった． 
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化学合成において各種合成が可能です． 

ガン細胞に対する評価実験で共同研究を進めたいと思います． 
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